
当ファイルの著作権は㈱薬事日報社またはコンテンツ提供者に帰属します。当ファイル（印刷物含む）の利用は私的利用の範囲内に限られ、それ以
外の無断複製・無断転載・無断引用はご遠慮ください。当ファイル（印刷物含む）を社内資料、営業資料などでご利用される場合はご相談ください。

株式会社薬事日報社　TEL:03-3862-2141　shinbun@yakuji.co.jp　http://www.yakuji.co.jp/ 

（ 9 ） 第12575号 2022（令和４）年 3 月18日　金曜日（第三種郵便物認可） 藥　事　日　報
　

細
胞
膜
に
あ
る
膜
タ
ン
パ
ク

質
は
、
受
容
体
や
イ
オ
ン
チ
ャ

ネ
ル
と
し
て
機
能
し
、
生
体
恒

常
性
維
持
に
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
れ
を
化
学
合
成
し
た
い
と
い

う
の
が
、
ペ
プ
チ
ド
・
タ
ン
パ

ク
質
合
成
化
学
者
に
と
っ
て
の

夢
の
一
つ
で
あ
る
。私
も
こ
の

夢
を
抱
き
、
実
現
へ
の
ヒ
ン
ト

を
タ
ン
パ
ク
質
自
己
編
集
反
応

で
あ
る
「
イ
ン
テ
イ
ン
シ
ス
テ

ム
」
に
求
め
た
（
図
１
）。こ
れ

は
、
三
つ
の
ア
シ
ル
基
転
移
反

応
が
連
続
的
に
起
こ
り
、
イ
ン

テ
イ
ン
含
有
タ
ン
パ
ク
質
か
ら

イ
ン
テ
イ
ン
配
列
が
脱
落
す
る

も
の
で
あ
る
。本
シ
ス
テ
ム
の

Ｎ
︲
Ｓ
ア
シ
ル
転
移
段
階
（
図

１
①
）
お
よ
び
ア
ミ
ノ
酸
側
鎖

が
介
在
し
た
ア
ミ
ド
切
断
と
Ｓ

︲
Ｎ
ア
シ
ル
転
移（
図
１
③
）を

化
学
的
に
模
倣
し
、
夢
に
近
づ

こ
う
と
考
え
た
。そ
の
過
程
で

ペ
プ
チ
ド
・
タ
ン
パ
ク
質
化
学

発
展
に
資
す
る
方
法
論
の
創
出

に
至
っ
た
の
で
紹
介
す
る
。

　

Ｓ
Ｅ
Ａ
ｌ
ｉ
ｄ
ｅ
ペ
プ
チ
ド

の
開
発
と
Ｏ
ｎ
ｅ
︲
ｐ
ｏ
ｔ
／

連
続
Ｎ
Ｃ
Ｌ
法
の
開
発
、
Ｓ
Ｅ

Ａ
ｌ
ｉ
ｄ
ｅ
含
有
標
的
ラ
ベ
ル

化
試
薬
の
開
発

　

チ
オ
エ
ス
テ
ル
を
用
い
る
Ｎ

Ｃ
Ｌ
法
は
、
タ
ン
パ
ク
質
合
成

に
必
須
の
ア
ミ
ド
形
成
法
で
あ

る
が
、
チ
オ
エ
ス
テ
ル
合
成
、

そ
し
て
長
鎖
タ
ン
パ
ク
合
成
の

た
め
Ｎ
Ｃ
Ｌ
法
の
同
一
反
応
容

器
（
Ｏ
ｎ
ｅ
︲
ｐ
ｏ
ｔ
）
で
の

連
続
的
実
施
が
困
難
で
あ
っ

た
。
Ｎ
︲
Ｓ
ア
シ
ル
転
移
段
階

を
模
倣
し
た
Ｓ
Ｅ
Ａ
ｌ
ｉ
ｄ
ｅ

ペ
プ
チ
ド
７
を
開
発
、
リ
ン
酸

塩
に
よ
る
Ｎ
︲
Ｓ
ア
シ
ル
転
移

促
進
を
明
ら
か
に
し
、
前
述
の

隘
路
拡
幅
に
努
め
た
。
ま
た
、

チ
オ
エ
ス
テ
ル
体
へ
の
変
換
の

酸
塩
基
触
媒
（
リ
ン
酸
塩
）
に

よ
る
促
進
に
着
目
、
タ
ン
パ
ク

質
表
面
を
酸
塩
基
触
媒
ク
ラ
ス

タ
ー
と
見
な
し
、
タ
ン
パ
ク
質

へ
の
結
合
に
よ
り
活
性
化
さ
れ

る
Ｓ
Ｅ
Ａ
ｌ
ｉ
ｄ
ｅ
含
有
タ
ン

パ
ク
質
ラ
ベ
ル
化
試
薬
の
開
発

を
行
っ
た
（
図
２
Ａ
）

　

発
現
タ
ン
パ
ク
質
チ
オ
エ
ス

テ
ル
化
法
の
開
発
（
Ｃ
Ｐ
ａ
ｓ

ｅ
Ｙ
︲
Ｃ
ｙ
ｓ
︲
Ｐ
ｒ
ｏ
エ
ス

テ
ル
法
）

　

チ
オ
エ
ス
テ
ル
は
タ
ン
パ
ク

質
合
成
の
必
須
合
成
中
間
体
で

あ
る
。
前
述
の
Ｓ
Ｅ
Ａ
ｌ
ｉ
ｄ

ｅ
は
人
工
ユ
ニ
ッ
ト
を
利
用
し

た
チ
オ
エ
ス
テ
ル
調
製
で
あ
る

が
、
天
然
ア
ミ
ノ
酸
か
ら
な
る

発
現
タ
ン
パ
ク
質
を
自
在
に
チ

オ
エ
ス
テ
ル
に
変
換
で
き
れ

ば
、
Ｎ
Ｃ
Ｌ
法
を
利
用
し
、
多

様
な
人
工
タ
ン
パ
ク
質
の
半
合

成
が
可
能
と
な
る
。
化
学
的
手

法
を
基
盤
に
本
課
題
に
挑
戦
、

Ni
錯
体
形
成
お
よ
び
Ｓ
︲
シ
ア

ノ
化
を
利
用
し
た
化
学
方
法
論

２
種
類
と
カ
ル
ボ
キ
シ
ペ
プ
チ

ダ
ー
ゼ
Ｙ
（
Ｃ
Ｐ
ａ
ｓ
ｅ
Ｙ
）

に
よ
る
酵
素
反
応
と
化
学
反
応

を
融
合
し
た
Ｃ
Ｐ
ａ
ｓ
ｅ
Ｙ

︲
Ｃ
ｙ
ｓ
︲
Ｐ
ｒ
ｏ
エ
ス
テ
ル

法
、
計
３
種
の
方
法
論
を
開
発

し
た
（
図
２
Ｂ
）

　

刺
激
応
答
型
ア
ミ
ド
切
断
ア

ミ
ノ
酸
の
開
発
と
ペ
プ
チ
ド
機

能
変
換
へ
の
展
開

　

ペ
プ
チ
ド
結
合
は
、
酸
塩
基

あ
る
い
は
酵
素
処
理
に
よ
り
切

断
さ
れ
る
。ア
ミ
ド
結
合
切
断

シ
グ
ナ
ル
と
な
ら
な
い
刺
激

を
、
ア
ミ
ド
切
断
シ
グ
ナ
ル
へ

と
変
換
す
る
ア
ミ
ノ
酸
の
開
発

を
行
っ
た
。フ
ェ
ノ
ー
ル
性
水

酸
基
に
、
そ
の
反
応
性
を
マ
ス

ク
す
る
保
護
基
を
導
入
、
種
々

刺
激
で
の
保
護
基
切
断
を
ト
リ

ガ
ー
と
す
る
水
酸
基
の
隣
接
ア

ミ
ド
へ
の
求
核
攻
撃
に
よ
る
ア

ミ
ド
切
断
を
達
成
し
た
。こ
の

刺
激
応
答
型
ア
ミ
ド
切
断
ア
ミ

ノ
酸
を
利
用
し
、
標
的
タ
ン
パ

ク
質
を
選
択
的
に
可
視
化
す
る

ト
レ
ー
サ
ブ
ル
リ
ン
カ
ー
を
開

発
し
た
。

　

さ
ら
に
、
本
ア
ミ
ノ
酸
と
ア

シ
ル
転
移
反
応
を
融
合
し
、
ペ

プ
チ
ド
機
能
変
換
へ
の
展
開
と

し
て
核
か
ら
細
胞
質
に
移
行
す

る
シ
ャ
ト
ル
ペ
プ
チ
ド
や
細
胞

内
タ
ン
パ
ク
質
修
飾
試
薬
の
開

発
に
成
功
し
た（
図
２
Ｃ
）

　

膜
タ
ン
パ
ク
質
を
合
成
し
た

い
と
の
思
い
か
ら
、
自
然
に
ヒ

ン
ト
を
求
め
、
そ
こ
に
派
生
し

た
研
究
で
あ
る
。
膜
タ
ン
パ
ク

質
合
成
は
未
達
成
だ
が
、
紹
介

し
た
成
果
が
ペ
プ
チ
ド
・
タ
ン

パ
ク
質
、
さ
ら
に
は
関
連
研
究

領
域
の
発
展
に
寄
与
で
き
れ

ば
望
外
の
幸
せ
で
あ
る
。
な

お
、
紹
介
し
た
研
究
の
大
半
は

２
０
０
５
年
徳
島
大
学
へ
の
異

動
を
契
機
に
開
始
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

研
究
に
携
わ
っ
て
く
れ
た
関

係
者
す
べ
て
に
、
紙
面
を
借
り

て
感
謝
し
た
い
。

薬学会賞受賞研究
関連記事９～12面

徳
島
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
研
究
部
教
授

大
高 

章

自
然
に
学
ぶ
ペ
プ
チ
ド
・

タ
ン
パ
ク
質
化
学
の
開
拓

図１　研究遂行の教科書としたタンパク質編集反応「インテインシステム」

図２　受賞対象研究の概要


